
一般質問

平成２６年（２０１４年）１月２６日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

産
業
・
暮
ら
し

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
国 

や
都
が
行
う
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の

情
報
を
当
事
者
に
ど
う
発
信
す
る
か
。

　

渦
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
若
者
へ
の

支
援
の
活
動
拠
点
に
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
都
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

関
係
部
署
の
窓
口
に
置
い
て
い
る
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
都
の
機

関
の
リ
ン
ク
先
を
案
内
し
て
い
る
。

　

渦
青
少
年
の
自
由
な
居
場
所
等
を

目
指
し
て
い
る
の
で
、
専
門
家
を
配

置
し
た
支
援
事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
市
内 

大
企
業
の
人
員
整
理
や
事
業
所
統
合

な
ど
の
動
向
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

渦
大
企
業
の
動
向
が
市
民
の
生
活

と
地
域
経
済
な
ど
に
与
え
る
影
響
は
。

市
長　

臼
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し

て
情
報
交
換
に
努
め
て
い
る
が
、
企

業
の
機
密
情
報
で
も
あ
る
た
め
、
報

道
な
ど
の
情
報
を
超
え
た
内
容
の
把

握
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
市
内
企
業
の
事
業
縮
小
や
拡
大

は
広
く
地
域
経
済
や
市
税
等
に
影
響

が
あ
り
、
企
業
が
撤
退
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
跡
地
の
利
用
な
ど
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
市
の 

農
家
の
農
業
所
得
の
平
均
は
。

　

渦
認
定
農
業
者
に
つ
い
て
の
考
え

と
今
後
の
対
策
は
。

若
者
の
自
立
に
向
け
た

取

り

組

み

に

つ

い

て

市
内
大
企
業
の
動
向
と
労
働
者
の

暮
ら
し
を
守
る
市
の
役
割
に
つ
い
て

小

平

市

の

農

業

と

認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い
て

市
長　

臼
平
成　

年
の
東
京
農
林
水

１８

産
統
計
年
報
に
よ
る
と
１
戸
当
た
り
、

約　

万
円
で
あ
る
。

８１

　

渦
個
々
の
農
家
が
計
画
的
に
経
営

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
産
業
と
し

て
の
農
業
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
認

定
農
業
者
制
度
は
そ
の
柱
と
考
え
て

い
る
。
大
幅
な
増
加
を
見
込
む
こ
と

は
難
し
い
状
況
だ
が
、
少
し
で
も
多

く
の
農
家
が
認
定
さ
れ
る
よ
う
制
度

の
周
知
や
支
援
を
続
け
て
い
く
。

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
農 

地
や
農
家
の
減
少
の
要
因
と
対
策
は
。

　

渦
農
業
関
連
施
設
用
地
や
農
作
業

用
施
設
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
や
課
税
評
価
の
見
直
し
は
。

市
長　

臼
相
続
税
の
納
税
の
た
め
の

農
地
の
売
却
や
農
業
後
継
者
の
不
足

な
ど
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
農

業
振
興
事
業
を
通
じ
て
、
農
業
生
産

と
経
営
の
支
援
等
を
続
け
て
い
く
。

　

渦
地
方
税
法
や
固
定
資
産
評
価
基

準
等
の
規
定
に
基
づ
き
適
正
に
評
価

し
て
お
り
、
現
行
制
度
の
中
で
は
軽

減
措
置
な
ど
は
難
し
い
と
考
え
る
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

今
年
度 

の
市
民
ま
つ
り
は
雨
天
の
中
で
行
わ

れ
た
が
、
例
年
と
比
較
し
て
ど
の
よ

う
に
評
価
し
、
改
善
し
て
い
く
か
。

市
長　

例
年
に
比
べ
参
加
者
や
来
場

者
が
著
し
く
少
な
い
状
況
と
な
っ
た

が
、
参
加
団
体
の
努
力
に
よ
り
悪
天

候
で
も
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

評
価
し
て
い
る
。
今
後
は
主
催
者
で

あ
る
小
平
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会

農
地
の
維
持
対
策
及
び
農
業
関
連

施
設
等
の
課
税
評
価
等
に
つ
い
て

雨
天
時
の
市
民
ま
つ
り
の

あ

り

方

に

つ

い

て

が
、
来
年
度
に
向
け
各
種
催
し
の
中

止
の
判
断
や
連
絡
方
法
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
い
わ 

ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
へ
の
見
解
は
。

　

渦
法
令
違
反
の
企
業
の
情
報
提
供

と
公
表
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

臼
主
に
若
者
に
対
し
て
長
時

間
労
働
を
強
い
る
な
ど
労
働
基
準
関

係
法
令
に
違
反
す
る
行
為
を
行
う
企

業
等
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
国
で
は
若
者
の
使
い
捨
て
が
疑

わ
れ
る
企
業
等
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
お
り
、
重
大
、
悪
質
な
違
反

が
確
認
さ
れ
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い

企
業
に
つ
い
て
は
送
検
し
、
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
空
き 

店
舗
の
持
つ
課
題
は
何
か
。

　

渦
住
宅
（
商
店
版
）
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
（
仮
称
）
が
商
店
街
活
性

化
の
後
押
し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

臼
空
き
店
舗
が
あ
る
こ
と
で

商
店
街
の
連
続
性
が
失
わ
れ
、
全
体

の
魅
力
が
損
な
わ
れ
る
た
め
、
空
き

店
舗
対
策
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

雇
用
問
題
は
国
と
都
と
一
体
と
な
っ
て

対

策

を

行

う

べ

き

住
宅（
商
店
版
）リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で

商
店
街
活
性
化
が
で
き
な
い
か

　

渦
商
店
街
の
魅
力
を
高
め
る
と
と

も
に
空
き
店
舗
対
策
に
も
な
り
、
商

店
街
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
可
能
性

が
あ
る
こ
と
や
地
域
の
建
築
産
業
の

活
性
化
が
期
待
で
き
る
た
め
、
実
施

に
向
け
て
検
討
す
る
。

防
災
・
防
犯

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
総
合 

防
災
訓
練
が
雨
天
で
初
め
て
実
施
さ

れ
た
が
、
従
来
と
比
べ
て
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
し
た
か
。
ま
た
、
新
た
に

加
え
た
訓
練
内
容
は
あ
る
か
。

　

渦
今
後
の
課
題
は
何
か
。

市
長　

臼
従
来
、
雨
天
の
場
合
は
訓

練
全
体
を
中
止
と
し
て
い
た
が
、
体

育
館
等
を
活
用
し
た
訓
練
を
あ
ら
か

じ
め
設
定
す
る
な
ど
、
実
施
方
法
を

改
善
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
児
童
を

対
象
と
し
た
教
育
的
訓
練
や
避
難
所

運
営
訓
練
等
を
実
施
し
た
。

　

渦
災
害
の
発
生
は
季
節
を
問
わ
な

い
こ
と
か
ら
夏
期
以
外
の
訓
練
の
実

施
も
検
討
し
て
い
く
。

雨
天
に
お
け
る
総
合
防
災
訓
練
の

評

価

に

つ

い

て

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
防
災 

行
政
無
線
の
増
設
と
移
設
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
計
画
と
進
捗
状
況
は
。

　

渦
災
害
発
生
時
の
防
災
行
政
無
線

市
民
に
正
確
か
つ
迅
速
に

情
報
を
伝
え
る
た
め
に

以
外
の
情
報
伝
達
手
段
は
。

市
長　

臼
計
画
し
た
新
設　

か
所
、

１８

移
設
５
か
所
の
合
計　

か
所
の
設
置

２３

工
事
を
９
月
ま
で
に
完
了
し
た
。

　

渦
緊
急
災
害
情
報
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
防
災
緊

急
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
信
等

に
よ
り
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る

防
災
情
報
の
提
供
を
予
定
し
て
い
る
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
防 

犯
カ
メ
ラ
設
置
の
効
果
へ
の
認
識
は
。

　

渦
犯
罪
の
予
防
や
早
期
解
決
に
向

け
設
置
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

市
長　

臼
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
に
く
く

さ
せ
る
要
素
や
犯
罪
の
早
期
解
決
に

資
す
る
面
も
一
定
程
度
、
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
設
置
に
よ
る
効
果
を
見
き
わ
め

な
が
ら
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
等

か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
内
の
治
安
状

況
等
か
ら
、
現
時
点
で
は
設
置
の
必

要
性
は
高
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
災
害 

時
に
お
け
る
学
校
の
役
割
は
。

　

渦
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長　

臼
児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
と
教
育
活
動
の
再
開
に
努
め
る
こ

と
が
基
本
の
役
割
と
考
え
る
。
災
害

時
は
、
市
立
学
校
全
校
が
い
っ
と
き

犯
罪
の
予
防
と
早
期
解
決
の
た
め
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
と

し
て
の
学
校
の
役
割
と
は

避
難
場
所
や
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
地
域
防
災
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
担
う
と
考
え
る
。

市
長　

渦
具
体
的
に
は
定
ま
っ
て
い

な
い
が
、
平
成　

年
度
に
作
成
し
た

２１

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
案
を
も
と
に
、
修
正

し
た
小
平
市
地
域
防
災
計
画
を
反
映

さ
せ
、
早
急
に
策
定
す
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
空
き 

家
の
実
態
調
査
の
結
果
は
。

　

渦
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
施
行
の
効
果
は
。

市
長　

臼
木
造
が　

軒
、
非
木
造
が

５４１

４
軒
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
全
て
が
木
造
で

あ
る
点
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
は
延
焼
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
ほ
か
、
建
物
等
の
劣
化
に
よ
る

建
築
材
料
の
飛
散
な
ど
の
生
活
環
境

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

渦
現
時
点
で
は
大
き
な
効
果
が
出

る
ま
で
に
は
至
っ
て
な
い
が
、
今
後

の
抑
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

臼
小 

平
第
一
小
学
校
の
万
年
塀
を
生
け
垣

に
改
修
し
た
評
価
と
課
題
は
。

　

渦
民
有
地
で
危
険
と
思
わ
れ
る
場

空
き
家
問
題
は
実
効
性
あ
る

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

危

険

な

万

年

塀

は

一

日

も

早

く

撤

去

を

所
は
把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
教
職
員
等
か
ら
地
震
に

よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
な
く
な
っ
た

な
ど
の
好
意
的
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、

剪
定
や
消
毒
等
の
経
常
的
な
維
持
管

理
費
用
が
課
題
で
あ
る
。

市
長　

渦
平
成　

年
度
の
木
造
建
築

２４

物
等
現
況
調
査
に
お
い
て
、
市
内
全

域
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
在
、
状
況

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。

公 園
用 水

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
市
が 

管
理
す
る
樹
木
等
の
維
持
管
理
費
用

と
決
算
に
占
め
る
割
合
は
。

　

渦
今
後
、
樹
木
管
理
費
用
の
増
大

が
予
想
さ
れ
る
が
市
の
対
応
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
に
事
業
者
に

２４

依
頼
し
て
行
っ
た
植
栽
管
理
等
の
費

用
は
約
１
億
７
千
万
円
で
、
一
般
会

計
歳
出
総
額
の
０
・
３
％
で
あ
る
。

　

渦
公
共
施
設
の
樹
木
の
剪
定
費
用

の
抑
止
等
を
図
る
た
め
、
樹
林
地
の

高
木
の
更
新
や
低
木
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
民
団
体
等
に
剪
定
や
除

草
の
協
力
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
地
域 

の
中
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い

く
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

　

渦
学
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
は
教
育
に

生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
上
水
本
町
ビ
オ
ト
ー
プ
公

園
以
外
に
も
市
立
小
川
緑
地
や
用
水

緑
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

ビ
オ
ト
ー
プ
は
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

役

立

っ

て

い

ま

す

か

路
の
親
水
エ
リ
ア
等
で
動
植
物
の
生

息
空
間
の
創
出
と
自
然
と
触
れ
合
え

る
空
間
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

教
育
長　

渦
学
習
活
動
の
場
と
し
て

生
活
科
、
理
科
、
環
境
教
育
と
し
て

の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
活
用
し

て
お
り
、
教
育
活
動
に
生
か
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

医 療
健 康

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
血
液 

生
化
学
検
査
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
１
件
当
た
り

の
実
施
費
用
は
。

　

渦
市
民
健
診
の
検
査
項
目
に
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
査
を
追
加
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
現
行
の
診
療
報
酬
の
点
数

で
積
算
す
る
と
約
６
千
円
だ
が
、
市

が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
等
と
同

時
に
実
施
し
た
場
合
は
１
千
５
百
円

程
度
と
見
込
ま
れ
る
。

　

渦
国
の
研
究
に
お
い
て
前
立
腺
が

ん
の
死
亡
率
減
少
効
果
の
有
効
性
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
現
行

の
検
査
項
目
を
継
続
し
て
い
く
。

前
立
腺
が
ん
罹
患
者
に
誠
実
に
向
き
合
い
、

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の
実
施
を

葛
雨
の
中
で
行
わ
れ
た
市
民
ま
つ
り

滑
体
育
館
で
行
わ
れ
た
避
難
所
運
営
訓
練

滑
小
平
第
一
小
学
校
の
生
け
垣

葛
小
川
緑
地


